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研究成果の概要（和文）： 急変する世界情勢を考慮し、特に日本と他の東アジアやその周辺諸
国の人々の価値観、対人的信頼感など人間関係に関する意識、自然観や生命観など、各国の人々
の意見を、偏らずに集約する統計的方法にもとづいて面接調査を遂行した。政治体制と国民性
との交絡など多様な側面が明らかなってきたが、特に、洋の東西を問わず、「家族の大切さ」の
普遍的価値が浮き彫りとなった。我々は、これを「文化の多様体解析」としてまとめあげた。 
 
研究成果の概要（英文）： This project carried out cross-national comparative survey of East 
Asia, USA, Australia and India by face-to face interview, based on statistical sampling.  
The questionnaire covered people’s attitudes, opinion and values as to interpersonal 
relationships, nature, life, religion, et al.  This East Asia Values Survey (EAVS) has 
clarified various aspects, including the interaction between national character and political 
regimes.  Among others, it confirmed the universal social value on “the family.”    
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１． 研究開始当初の背景 

(1)冷戦後の世界情勢の変動とともに、人々の
信頼のあり方も大きな影響を受けている。家族
関係、教育現場の混乱、職場の人間関係を含め、
人々のつながりの伝統的なあり方が崩壊し、あ
りがとうございます。新たな安定を求めて、混
迷が続いている。 
 
(2)各国が東アジアを含め、意識の国際比較調

査を遂行しているが、世界価値観調査（WVS）
など誤訳、調査遂行の質の問題が指定されてい
た。 
 
(3)以上の状況に鑑みて、我々は、特に東アジ
ア周辺地域の人々の価値観や態度に関する意
識調査を統計的な方法により、推進すべきとい
う認識に至った。 
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２．研究の目的 
我々は、以下の 3点を中心に研究を遂行した。 

 
(1)文化の伝播変容を解明するために、 
環太平洋諸国の人々の意識構造について 
統計科学的標本抽出法に則り面接調査をする。 
 
(2)特に、21世紀における国際交流の中で、 
環太平洋諸国民の「信頼感」のあり方について 
焦点を当て、世界の政治・経済の平和的発展 
の一助となる基礎情報の収集を推進させる。 
 
(3)収集した「環太平洋諸国民の意識調査」の 
情報を中心に、既存の「意識の国際比較調査デー
タ」等を含むデータ･ベースを作成し、 
一般公開する。 
 
３．研究の方法 

(1)我々は、まず、各国で統計学的にどの
程度適正な標本抽出法に基づく適正な面接
調査が遂行でき、また国際比較可能性が保て
るのかという課題を検討することを主眼に
した。 

 
(2)上記のように各国の調査条件を把握し

た上で東アジアおよび周辺諸国の人々の価
値観や意識を比較分析した。特に、対人的信
頼感を含む、人々の「信頼感」に関する質問
項目を多面的に工夫し、調査を遂行を計画し
た。 

 
(3)収集されたデータは、慎重にデータ・

クリーニングを経て、整備され、基本集計を
まとめ、各研究者の多面的に解析を試行した。
テーマによっては、全体を俯瞰するために、
多次元データ解析等を試行した。 

(4)基本データは、速やかに報告書やホー
ムページ上での公開を計画した。 

 
４．研究成果 
(1)東アジアおよび周辺諸国では、まず、統
計的に厳格な標本抽出調査の遂行が限定さ
れ、その実態が政治状況とも密接であること
が再認識された。 
 
(2)東アジアでは、国により程度の差こそあ
れ、儒教の影響からはほとんど脱却している
ことが明確になった。人々の価値観、意識な
ど、各国の人々の意見は、政治体制と国民性
との交絡など多様な側面を明らかにした。特
に、洋の東西を問わず、「家族の大切さ」の
普遍的価値が浮き彫りとなった。これらの成
果は、国際比較の新たなパラダイムとして
「文化の多様体解析」としてまとめあげた。 
 
(3)調査データの詳細は報告書として刊行し、
世界の関係機関に配布し、ホームページ上で

公開した（統計数理研究所「意識の国際比較」 
http://www.ism.ac.jp/~yoshino/). 
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